                                                            ２０１７年７月１９日

　　　　　　　　　　　　5月19日号記事に対する反論について

Ｋネット共同親権ネットワーク　宗像様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　5月19日号〈「親子断絶防止法案」は誰のためのもの？〉小特集記事について、Ｋネット共同親権ネットワークのメンバーの皆様には丁寧なご指摘をいただき誠にありがとうございます。それにもかかわらず、お返事がたいへんおそくなってしまったことをまずお詫び申し上げます。
編集部で指摘箇所について精査させていただきました。論争などのかたちで掲載することは望んでいない、ということでしたので、文書でのやりとりになってしまいますが、以下の３項目については、具体的にお返事すべきと考えました。そのほかは「見解の相違」の範囲と考えております。

【２３ページ】

当事者や研究者、支援者などから、法案は『会いたい』という親の気持ち優先で子どものためにならないとの批判の声も強い

↑

取材不足。別居親は当事者ではないというのが前提。法案の理念部分は、他国の子どもの権利条約の文言をベースにしており「会いたい」という気持ち優先というのはあたらない。子どもの権利条約にあたればこういう結論にはならない。

↑

子どもの権利条約に言及するのならば、９条だけでなく、１２条（意見表明権）を蔑ろにしていることを厳しく批判されていることをわすれてはいけないと考えます。

【２４ページ】

オーストラリアでも子が犠牲になり、２００６年の成立からわずか５年で離婚後の共同養育を柱とする法律を廃止している

↑

オーストラリアでも、「親子断絶防止法」の理念規定程度の法律は昔からあり、２００６年の改正は養育時間の折半とフレンドリーペアレントルールを養育権判定の基準とすることが、法または政府の委員会の報告で取り下げられたにすぎず、共同養育そのものが廃止されたわけでも、その法律が廃止されたわけでもない。

↑

筆者に確認したところ、ご指摘のとおりフレンドリーペアレンツ条項の廃止をさしていました。法律の胆とも言える部分が廃止されたという意味でこういう表現になったと理解しますが、より正確な表現を編集部で求めるべきであったと考えます。

　

【２４ページ】

現在、家庭裁判所では、別居親から面会交流の申立があれば原則として面会交流させる方針をとっており、監護親からＤＶ・虐待等の訴えが出ていても子の福祉に反することを立証していない限り面会を認めている

↑

誤り。家庭裁判所のすべてがそういう方針ではないし、同居親側が拒めばＤＶ・虐待の場合であっても面会を制約する。ＤＶ・虐待の訴えが出ても話を聞かないのは別居親に対しても同じ。なお、２０１５年の司法統計によれば、調停審判の新受件数は１４２４１件であり、調停成立・審判認容の件数は７６５３件。申し立てたうち成立・認容率は５３％で割合はここ数年ほとんど変わっておらず、増えても数％の範囲。うち月１以上の合意ができるのは３０、７４％。さらに２０１４年の日弁連のデータの調停合意があるケースでまったく会えなくなった割合は４４％。そうすると裁判所に訴えても、継続的に交流を維持できているのは２割程度。

↑

家庭裁判所は最高裁家庭局の事実上の指示のもと、原則的に面会交流をすすめていると認識しております。調停の第１回期日から、面会交流を制限すべき特段の事情はない／面会をするかしないかは協議しない／どのように面会するかを協議する――という方向で、３回程度の期日で合意できなければ、裁判所が決定すると宣言しているのが実務の状況と認識しております。ただし、家裁での取り決めとその後「継続的に交流を維持できている」かどうかは別問題と考えます。継続的に交流を維持している割合については宗像様のご指摘のとおり、それよりも少ないようです。

以上です。

　離婚・別居後の親子の関係維持を考える上で、現実にはＤＶの問題は抜きがたい問題としてあるのですが、今回は、ＤＶと極力離れたところで、親子関係の維持についてこどもたちがどう考えているのかに重点をおき、世代の違う当事者に語り合ってもらいました。あくまでも、子どもたちの利益を最優先するためにどうしたらいいのか、そこに私どもの眼目はあります。それもあって今回、同居親、別居親への直接取材は省かせていただきました。しかし、そのために皆様に、「一方的」という印象をもたれることにつながったのではないかと考えます。皆様の批判は、重くうけとめたいと思います。
　今後もこの問題については、報道を続けていきたいと考えております。

　
　

                                         東京都千代田区神田神保町２－２３　３階

                                          週刊金曜日編集長
                                          小林和子
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